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暖地ダイズの乾物生産特性と収量向上に関する基礎的研究

学位論文内容の要旨

  ダイズは短日植物に属し、北海道や東北地方の高緯度冷涼地帯では感
温性か高い早生の夏ダイズ型品種か、四国、九州などの西南暖地では感
光性か高い晩生の秋ダイズ型や中間型品種か栽培されており、地域によ
って異なった生態型の品種が分布している。
  近年、わか国におけるダィズの総需要量は年々増加し、約500万卜ン
の需要か見込まれているが、国内産の占める割合は6％に過ぎず、その
自給率はきわめて低い現状にある。特に、西南暖地では、転換畑ダィズ
の作付けは増加しているものの、収量水準がきわめて低いことから、栽

培面積は減少の一途をたどっており、収量性の改善か緊急の課題となっ
ている。本研究は、このような背景の下に、暖地ダィズの乾物生産特性
を明らかにすると共に、その生産カを環境条件、栽培条件および窒素栄
養面から総合的に解析し、暖地におけるダイズ栽培技術の改善や品種改
良上の基礎的知見を得ようとしたものである。主な内容は以下のように
要約される。
  1．暖地におけるダィズの乾物生産特性
  暖地で栽培される中間型および秋ダイズ型品種は、冷涼地で栽培され

る夏ダイズ型品種に比べ生育期間か長く、茎長か長いほか分枝数か著し
く多い特徴を示し、特に1次および2次分枝数の多い秋ダイズ型品種で
は乾物生産量、子実収量とも分枝に依存する割合か著しく高いことを明
らかにした。また、生育期間の長さを反映して乾物生産能カは高いが、
育成年次の早い品種では収穫指数か著しく低いことが明らかとなった。
一方、生育に伴う各葉位の光合成機能の変化を検討し、葉面積を加味し
た個体の光合成ポテンシャルは開花期以降は分校の比重が高く、夏ダイ
ズ型とは異なること、および光合成速度は葉温とは負の、気孔伝導度、
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蒸散速度とは正の相関を示し、暖地では夏期の高温、乾燥が光合成に対

して阻害的に作用していることを明らかにした。

  2.乾物生産特性に及ぼす環境条件の影響

  中間型および秋ダイズ型品種を供試し、生育時期別に気温、日射量お

よび土壌水分を変化させ、生育・収量に及ぼす影響について検討した。

その結・果、開花前の低温は開花迄日数や茎長の推移に大きな影響を及ぽ

すが、その後常温に経過すると生長はかなり回復すること、開花期間お

よぴ登熟期間では高温条件下で収量が低下することから、暖地では開花

期以降の高温か収量の制限要因となっているものと推察された。また、

生育前半の低日射により植物体が徒長し、分枝の発達や乾物生産か抑制

されるが、特に花芽分化期から幼莢期の低日射により子実収量が大きく

減少することか明らかになった。さらに、土壌水分ストレスの影響は、

生育時期によって異なっており、再灌水によって生育はかなり回復する

が、着莢期の水分ストレスにより同化産物の子実への転流が阻害され、

生育は回復することなく、収量が減少することか明らかになった。

  3．生育ならびに乾物生産に及ぼす栽培条件の影響

  暖地では冷涼地帯と異なり播種期の選択幅か広いことから、5月下旬

から7月下旬にかけて播種期を変動させ、中間型および秋ダィズ型品種

の反応について検討した。その結果、両生態型品種とも晩播きほど生育

日数が短縮し、それに伴って主茎長、節数、分枝数、葉面積指数が小さ

くなり子実収量は減少するが、その減少程度は秋ダイズ型品種で大きか

った。また、秋ダイズ型品種の密度反応性を検討した結果、密植に伴っ

て分枝の生長か著しく抑制され、限界密度はボ当たり約13個体と推定さ

れ、最適栽植密度は冷涼地帯に比べて著しく低いことを明らかにした。

さらに、窒素レベルを変えて液耕栽培を行い、窒素レベルか高いほど根

粒重は減少するか、光合成速度や同化産物の子実への転流には影響がな

いこと、栄養生長量および子実収量は高窒素レベル区で大きかったが、

無窒素区での減収か高窒素区の7％減にとどまったことから、無窒素条

件では根粒による窒素固定の役幇か大きぃことを明らかにした。

  4．根粒着生と窒素栄養との関係

  根粒着生および非着生同質遺伝子系統を台木とした接木植物、アセチ

レン還元法および重窒素法を用いて吸収窒素と固定窒素の動態を詳細に



検討した。根粒着生の有無による生育量の差は、生育と共に拡大し、非

着生個体では開花期の遅延、開花期間の短縮が認められ、着莢率か低下
して子実収量は著しく減少した。このことから、根粒による窒素固定は
後期生育、特に子実生産に重要な役割を演じているものと推察された。
一方、アセチレン還元法、重窒素法から吸収窒素と固定窒素の動態を検
討してみると、根粒の窒素固定能は開花始期にほぼ最大となり、子実へ
の窒素集積か盛んになる登熟後半に急激に衰えるか、根による窒素吸収

は生育期間を通じてほば一定の速度で行われていること、および根の生
長は他の器官と異なり吸収窒素に依存する割合か大きぃことか明らかに
なった。また、地下部を除く各器官からの窒素の子実への再転流には吸
収窒素と固定窒素との間に明瞭な差異か認められなかった。
  5．暖地における特殊栽培法の意義
  暖地における気象災害対策として行われている移植栽培、摘心栽培、
水田転換畑畦立栽培について検討した。移植栽培では、主茎の生育か抑
制され、分枝数が増加するが、育苗期間が長くなると苗か徒長軟弱化し

て植え傷みか多くなるほか、分枝の生長が劣る傾向かみられた。しかし
子実収量は直播栽培とほとんど差かなかった。摘心栽培では、第4、第
5、第6複葉期に2葉下で茎を切除すると共に、摘心と同様の効果を持
つ生長調節剤TIBAの散布効果を比較・検討し、子実収量は両処理とも第
5複葉期処理により増加するか、第6複葉期処理では逆に減少すること
を明らかにした。また水田転換畑において平畦および畦立栽培を行い、
畦立栽培では、根系の発達か良好となり、子実収量が大きく増加するこ
とを明らかにした。
  以上得られた結果を総合的に考察し、梅雨による多雨・寡照、夏期の

高温・乾燥、秋の台風など、気象災害に遭遇しやすい暖地におぃては、
◎中間型や秋ダイズ型品種は、その生育・収量が分枝に依存する割合か
高く、乾物生産能カはきわめて高いが収穫指数か低いことから、草型の
改良か今後の課題であること、◎夏期の高温は光合成を抑制するほか、
開花期前後の日射は子実収量に大きく影響することから、地域の気象パ
タ―ンに合わせて品種や播種期を選択する必要があること、◎分枝の生
育が旺盛な秋ダイズ型品種では、限界栽植密度が13個体／缶と著しく低
いことから、栽植密度は品種の分枝性に着目して決定する必要かあるこ



と、◎窒素の施用は、過繁茂・倒伏を防止する観点から、少量の基肥窒

素と開花期以降の追肥か望ましぃこと、◎移植栽培では増収か期待出来

なぃことから、鳩害、発芽不´良、前後作対策として採用すべきこと、摘

心栽培やTIBA処理は第5複葉期か処理適期であること、および水田転換

畑では畦立栽培か必須の条件であると結諭した。



学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

暖地ダイズの乾物生産特性と収量向上に関する基礎的研究

  本論文は、緒言および5章と総合考察で構成され、表26、図52、英文摘要およ

び引用文献144を含む総頁数191頁の和文論文である。別に参考論文34編が添え

られている。

  ダイズは、西南暖地では感光性が高い晩生の秋ダイズ型や中間型品種が栽培さ

れているか、その収量水準は主産地である東北、北海道に比べ著しく低いのか現

状である。近年、オ〕が国におけるダィズの総需要量は年々増加しているが、栽培

面積は輸入の拡人に伴って減少しており、自給率を高める上で、暖地におけるダ

イズび）収量性の改善か亜要な課題となっている。本研究は、このような背景のF

に、暖地ダィズの乾物生産特性を明らかにすると共に、その生産カを環境、栽培

条件および窒素栄養面から総合的に解析し、暖地におけるダィズ栽培技術の改善

や品種改良上の基礎的知見を得ようとしたものである。

  第1章では、中間型および秋ダィズ型品種を供試し、その生産カを形態形質、

光合成機能および乾物生産特性から総合的に解析した。その結果、暖地で栽培さ

れる中間型や秋ダィズ型品種は、夏ダィズ型品種に比べ生育期間か長く、分枝数

か著しく多い特徴を示した。また、夏の高温・乾燥が光合成に対して阻害的に作

用するものの、分校の高い光合成ポテンシャルを反映して乾物生産能カはきわめ

て高いことか明らかになった。しかし、品種によっては収穫指数が著しく低いこ

とから、生産性の向上を図るには草型の改良か今後の課題であると考察した。

  第2童では、生育時期別に気温、n射量および土壌水分を変化させ、生育・収

量に及ばす影響について検討した。その結果、初期生育における低温の影響は開

花後常温に経過すると回復するか、罷熟期間．の高温および開花期前後の低日射は

取量を六きく減少させることかHJlらかになった。一方、土壌水分の影響は生育時

期tL二よって異なっており、再灌水により生育はかなり回復するか、着莢期の水分

ス卜レ7、は同化産物の子実への転流を阻害し、生育は回復することなく収量か減

少ずることか明らかになり、収量の安定性を図るには、各地の気銀パターンに合

わせて品種や播種期を選択する必要かあると指摘した。

  第3帝では各種栽培条件と生育・収量との関係について検討した。その結果、

中間型品種は播種期に対する反応が小さく播種期を適宜選択できるか、秋ダィズ
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型品種では晩植ほど収量が低下し、6月下旬が播種適期と推定された。また、秋
ダイズ型品種の栽植限界密度は冷涼地帯に比べ約1/2と著しく低く、栽植密度は
品種の分校性に着目して決定する´ことが重要であること、および収量は窒素施用
量が多いほど高かったが、無窒素区の減収程度は低く（約7％減）、無窒素条件
下では根粒による固定窒素の役割かきわめて大きぃことが明らかになった。
  第4章では、アセチレン還元法および重窒素法を用いて吸収窒素と固定窒素の
動態を詳細に検討した。根粒の窒素岡定能は開花始期にほぽ最大となり、登熟後
半に急激に衰えるが、根による吸収窒素の集積は固定窒素に比べ景的には低いも
のの生育期間を通じてほぼ一定の速度で行われていること、根の生長は他の器官
と異なり吸収窒素に依存する割合が大きぃこと、および地下部を除く各器官から
の窒素の子実への再転流には吸収窒素と固定窒素との間に差かないことか明らか
になり、高温・過湿に経過しやすい暖地の窒素施用法は、過繁茂・倒伏を防止す
る観点から小量の基肥窒素と開花期以降の追肥か望ましいと結論した。
  第5章では、暖地における気象災害対策として行われている移植栽培、摘心栽
培および水田転換畑畦立栽培について検討し、移植栽培は育苗期間に関係なく増
収か期待できないことから、その採用は鳩害、発芽不良、前後作対策として用い
るべきであること、および摘心栽培や摘心と同様の効果を持っ生長調節剤TIBAの
葉面散布は、第5複葉期処理で増収か期待されることを明らかにすると共に、平
畦栽培は畦立栽培に比べ根系の発育が悪く、収量が著しく減少することから、暖
地 に お け る 転 換 畑 で は 畦立 栽 培か 必須 の 条件 であ る と結 諭し た 。
  以上のように、本研究は、これまで基礎的知見が不足していた暖地ダィズの乾
物生産特性を明らかにすると共に、その生産カを環境条件、栽培条件および窒素
栄養面から総合的に解析したほか、特殊栽培法の意義についても検討を加え、暖
地におけるダィズ栽培技術の改善と品種改良上の指針を提示したものである。こ
れらの研究成果は、学術上貴重な知見を提供したぱかりでなく、実用的にも寄与
するところが大きぃ。
  よって、審査員一同は、別に行った学力確認試験の結果と合わせて、本論文の
提出者浅沼興一郎は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格かあるものと認
定した。


